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新
宮

山
彦

ぐ
る

ー
ぷ

第
１

８
８

９
回
 

持
経
宿
不
動
堂

持
経
宿
不
動
堂

持
経
宿
不
動
堂

持
経
宿
不
動
堂
のの のの
不
動
明
王
像
作
製

不
動
明
王
像
作
製

不
動
明
王
像
作
製

不
動
明
王
像
作
製
者者 者者
縁
者

縁
者

縁
者

縁
者
のの のの
来来 来来
訪訪 訪訪
とと とと
 

持
経
宿
改
築
記
念

持
経
宿
改
築
記
念

持
経
宿
改
築
記
念

持
経
宿
改
築
記
念
と
し
て

と
し
て

と
し
て

と
し
て
園
城
寺

園
城
寺

園
城
寺

園
城
寺
か
ら

か
ら

か
ら

か
ら
揮
毫

揮
毫

揮
毫

揮
毫
寄
贈

寄
贈

寄
贈

寄
贈
のの のの
扁
額

扁
額

扁
額

扁
額
・・ ・・
掲
額

掲
額

掲
額

掲
額
他他 他他
 

 
◇

実
施

日
；

平
成

２
８

年
０

７
月

２
８

日
(
木

)
 

曇
り

一
時

小
雨

、
２

２
℃

◇
参

加
者

；
ブ

ロ
ン

ズ
鋳

造
家

;
水

島
直

春
・

眞
理

ご
夫

妻
。

 

伊
賀

焼
陶

芸
家

;
新

(
あ

た
ら

し
)
歓

嗣
、

山
口

 
計

。
 

玉
岡

憲
明

・
明

、
山

上
皓

一
郎

、
川

島
 

功
、

濱
野

兼
吉

、
 

生
熊

敏
男

・
千

満
子

、
畑

林
秀

味
・

清
子

、
梶

野
照

雄
。

 

計
１

４
名

。
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

持
経

宿
・
不

動
堂

の
不

動
明

王
像

の
作

者
・
水

島
弘

一
(
ひ

ろ
か

ず
) 氏

は
、
釈

迦
ヶ

岳
・

釈
迦

如
来

像
・

設
立

発
起

人
の

水
嶋

富
三

郎
さ

ん
が

父
親

で
、

そ

の
こ

と
を

知
り

、
前

田
勇

一
師

が
制

作
依

頼
さ

れ
た

と
聞

い
て

い
る

。
 

こ
の

度
、

山
口

 
計

氏
の

計
ら

い
で

、
ご

子
息

の
水

島
直

春
氏

が
水

島
弘

一
氏

遺
作

の
不

動
明

王
像

拝
顔

に
来

訪
さ

れ
る

こ
と

に
な

り
、

交
流

の
あ

る

伊
賀

焼
・

陶
芸

家
の

新
 

歓
嗣

氏
と

来
宿

・
来

堂
さ

れ
ま

し
た

。
 

新
宮

組
９

名
は

、
川

島
・

畑
林

・
玉

岡
車

に
分

乗
し

、
１

０
時

待
合

せ
の

池
原

ス
ポ

ー
ツ

公
園

駐
車

場
に

９
時

半
過

ぎ
に

到
着

、
ト

イ
レ

休
憩

し
て

い

る
と

、
新

氏
運

転
で

山
口

氏
・

水
島

氏
一

行
( ４

名
) が

直
ぐ

に
到

着
。
 

早
速

、
参

加
者

の
簡

略
な

紹
介

を
し

て
、

玉
岡

憲
明

氏
よ

り
ご

挨
拶

し
て

頂
き

ま
し

た
。
 

持
経

宿
来

訪
後

、
青

岸
渡

寺
( 高

木
亮

英
副

住
職
) に

立
寄

り
お

帰
り

と
の

事
か

ら
、

全
員

揃
っ

た
の

で
早

目
の

１
０

時
前

に
持

経
宿

へ
。
 

川
島
( ２

５
日
) は

、
池

郷
林

道
か

ら
白

谷
林

道
を

下
見

に
行

き
問

題
な

く

走
行

出
来

た
の

で
、

そ
の

後
大

雨
が

降
っ

て
い

な
い

様
な

の
で

、
走

行
に

支

障
無

い
と

思
い

つ
つ

も
、

濡
れ

た
路

面
を

ゆ
っ

く
り

走
行

す
る

。
 

石
ヤ

塔
展
望
台

で
小

休
止

し
眺
望

し
て

頂
く

。
 

林
道
ゲ

ー
ト

に
着

く
と

、
和
佐
又

の
岩
本
泉
冶

氏
の
南
奥
駈

道
ツ
ア

ー
( 本

日
・

行
仙

宿
泊

、
翌

日
玉
置

山
迄
) の

一
行
( ４

名
) が
身

支
度
中

で
、
同

乗
出

来
な

い
が
荷
物

の
み

持
経

宿
迄

運
び

、
空
身

で
歩

い
て
貰
う
便
宜

を
計

っ
た

。
 

地
道

林
道

を
辿

る
と

、
林

道
の
補
修

作
業

さ
れ

て
い

る
方
( ２

名
) が
居

ら

れ
、「

新
宮

山
彦

ぐ
る

ー
ぷ

で
す

、
ご
苦
労

様
で

す
」
と
労

い
の
声

を
か
け

る

と
「

１
台
先

行
し

た
」

と
言
わ

れ
た

。
持

経
宿

に
近
づ

く
に

つ
れ

、
山
霧

が

漂
い
や
や

見
通

し
が
悪

く
な

る
。
 

持
経

宿
に

着
く

と
梶

野
車

が
先

着
。
 

 
 

 

石
ヤ

塔
展

望
台

に
て

 
 

新
、

水
島

氏
ご

夫
妻

 
 

 
山

口
氏

導
師

で
勤

行
 

 

畑
林

、
生

熊
さ

ん
は

、
不

動
堂
内

の
清
掃

と
シ
キ
ミ
並
び

に
お
供
え

を
盆

菓
子

に
取
替

て
頂

く
。

そ
の
間

に
幟
旗

を
立

て
る

。
 

導
師
: 山

口
氏

、
法
螺

師
; 山

口
・
新
両

氏
に

て
、
全

員
で

不
動

明
王

像
に
勤

行
す

る
。

陶
芸

家
の

新
氏

は
、

千
光

寺
の
奥
駈

行
に

５
回
位

参
加

し
て

お
ら

れ
、
何

回
か

持
経

宿
に

宿
泊

さ
れ

て
い

る
そ
う

で
す

。
 

水
島

直
春

氏
は

、
も

し
か

す
る

と
私

が
作
製

に
携
わ

っ
て

い
る

か
も

知
れ

な
い

と
話

さ
れ

て
い

た
の

で
、
読

経
後

ゆ
っ

く
り

と
不

動
明

王
像

と
対

面
し

検
分

し
て

頂
い

た
。
 

不
動

堂
勤

行
後

、
千

年
桧
祠

へ
と
移

動
し

て
勤

行
に
赴

く
、
残

っ
た
方

に

は
( 玉

岡
親

子
、

生
熊

敏
、

畑
林

秀
氏
) 、
テ

ー
ブ
ル
等

の
昼
食
準
備

を
し

て

頂
く

。
 

梶
野

氏
は

、
会

で
導
入

し
た
登
録
型
デ
ジ
タ
ル

ト
ラ

ン
シ

ー
バ

ー
( ５
Ｗ

・

免
許

無
し
) の
応
答
テ

ス
ト

実
施

の
た
め

、
１

人
平
治

宿
へ
向
わ

れ
る

。
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千
年

桧
祠

で
勤

行
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

昼
食

懇
談

中
 

 

千
年
桧

の
勤

行
を
終
え

、
宿
内

で
お
客

様
に

は
古

道
弁
当

に
て
昼
食

。
 

水
島

直
春

氏
が

不
動

明
王

像
検

分
の
結
果

、
水

島
弘

一
氏

の
木
型

を
基

に

本
体

を
鋳

造
し

、
光
背

と
岩
座

は
直

春
氏

が
新
規

作
製

し
た

ブ
ロ

ン
ズ

鋳
造

の
不

動
明

王
像

で
あ

る
と

の
事

か
ら

、
水

島
弘

一
氏

と
直

春
氏

の
合

作
・

不

動
明

王
像

で
あ

る
事

が
判

明
し

た
。
 

水
島

直
春

氏
か

ら
は

、
プ

ロ
ン

ズ
鋳

造
像

な
の

で
、

年
１

回
布

で
空
拭

き

す
る

と
光
沢

で
出

て
来

て
長

持
ち

す
る

の
で

、
空
拭

き
す

る
様

に
教
わ

っ
た

。
 

新
氏

か
ら

は
、

伊
賀

焼
の

小
仏

像
３
体

を
寄
贈

し
て

下
さ

り
、

一
体

は
、

不
動

堂
内

に
奉
納
安
置

し
た

。
 

不
動

堂
内

の
不

動
明

王
像

の
脇
仏

は
、

鋳
造

・
釈

迦
如

来
像
( 山

口
弘

作
、

山
上

皓
一

郎
氏
奉
納
) 、

木
彫

・
釈

迦
如

来
像
( 村

上
満
登

作
、

玉
岡

憲
明

氏

奉
納
) 、
村

上
満
登

作
・
奉
納

の
「
多
門
( 多

聞
) 天

・
持
国
天

、
増
長
天

・
広

目
天
」

の
四
天

王
が
安
置

さ
れ

て
い

た
。
 

岩
本

氏
一

行
は

、
１

２
時

前
に

持
経

宿
に

到
着

さ
れ

、
外

の
ベ

ン
チ

で
昼

食
。

林
道

を
歩

い
て

来
る
間

に
山
ヒ
ル

に
や

ら
れ

た
と

の
こ

と
、
梅

雨
明
け

と
は
言
え

、
夕

立
等

の
日
々

が
続

い
て

い
る

か
ら
だ
ろ
う

。
 

水
島

、
新

、
山

口
氏

は
、

青
岸

渡
寺

に
立

寄
ら

れ
る

事
か

ら
、

不
動

堂
前

で
記
念
撮
影

後
、
慌

し
く

持
経

宿
を

１
２

時
４

０
分

に
下

山
さ

れ
た

。
 

先
般

、
モ
ノ

レ
ー
ル

を
無
償
贈
呈

し
て

下
さ

っ
た
謝
礼

に
、
天
台

寺
門
宗

一
千
百
五
十

年
慶
讃
法
要

に
参
列

の
際

に
、

園
城

寺
執

事
長

・
福

家
俊

彦
様

に
扁
額
揮
毫

を
お
願

い
し

た
と

こ
ろ

、
有
難

く
快
諾

を
頂

き
、

こ
の

度
２
枚

揮
毫
「

山
静

如
太
古
」
( 山
静

か
な

る
こ

と
太
古

の
如

し
) 賜

り
、
表
装

・
額

に
入

れ
、

一
架

は
贈
呈

者
、

一
架

は
昨

年
の

持
経

宿
改
築
記
念

と
し

て
、

持

経
宿
内

に
扁
額

を
掲
額

さ
せ

て
頂

い
た

。
 

こ
の
漢
詩
表

題
の
意

味
は
「
幽
邃
(
ゆ

う
す

い
) な

山
に

は
、
太
古

の
昔

か
ら
変

わ
る

こ
と

の
な

い
静

か
な

時
が

流
れ

て
い

る
。
悠
久

の
時

の
流

れ
に
身

を
お

く
と

き
、

な
ん

と
私

た
ち

は
時
間

に
追
わ

れ
、

人
に
使
わ

れ
、
俗

事
に

あ
く

せ
く

す
る
ば

か
り

で
あ
ろ
う

か
。
」

と
の

こ
と

。
 

平
治

宿
間

の
梶

野
氏

と
の
デ
ジ
タ
ル

ト
ラ

ン
シ

ー
バ

ー
の
応
答

は
、
数

度

共
感

度
良
好

で
あ

っ
た

。
 

 
 

 

水
島

・
新

氏
等

と
記

念
撮

影
 

持
経

宿
内

に
扁

額
掲

額
 

 
本

日
の

作
業

者
 

 小
雨

が
降

り
出

し
、

梶
野

氏
の
戻

り
を

待
ち

、
本

日
作
業

者
の
記
念
撮
影

を
済

ま
せ

、
持

経
宿

１
４

時
半

前
に

下
山

し
た

。
新

宮
は
晴
天

。
 

行行 行行
動動 動動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム
 

新
宮

8
:2
5
→
9
:3
5
池

原
ス

ポ
ー

ツ
公

園
(9
:4
0
合

流
)9
:5
0
→
1
0
:1
0
石

ヤ

塔
展
望
台

1
0
:2
0
→
1
0
:4
5
持

経
宿
→
1
1
:0
0
不

動
堂
勤

行
1
1
:1
0
→
1
1
:2
5

千
年
桧
祠
勤

行
1
1
:3
5
→
1
1
:5
0

持
経

宿
( 昼
食
)1
2
:2
5
→

水
島

氏
一

行
下

山

1
2
:4
0
→
1
2
:5
0
扁
額
掲
額

作
業
他

1
4
:0
0
→
(1
4
:1
0

梶
野

氏
戻

る
) 持

経
宿

1
4
:2
5
→
1
5
:0
5
池

原
ス

ポ
ー

ツ
公

園
1
5
:1
0
→
1
6
:2
0
新

宮
。
 
( 記

 
川

島
) 
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午
前

９
時

に
ス

ポ
ー

ツ
公

園
に

到
着

。
ト

イ
レ

を
済

ま
せ

て
持

経
宿

に
向

か
う

。
林

道
ゲ

ー
ト

ま
で

の
間

に
５
カ
所

の
落

石
を
除
け

、
飛
び

出
し

た
枝

を
２
カ
所

で
切

る
。
ゲ

ー
ト

を
過

ぎ
て

一
つ

目
の
舗
装

を
過

ぎ
た

と
こ
ろ

で

林
道
整
備
中

の
２

名
に

出
会
う

。
昨

年
の

９
月

に
も

お
会

い
し

た
方
だ

っ
た

。

整
備

の
お
礼

と
、

１
０

時
過

ぎ
に
３
～

４
台

上
が

っ
て

く
る

こ
と

を
伝
え

て

別
れ

た
。
 

午
前

１
０

時
、
持

経
宿

着
。
小
屋
内

の
マ
ッ

ト
に

か
じ

ら
れ

た
跡

が
あ

る
。

ま
た
ネ

ズ
ミ

が
出

て
い

る
よ
う
だ

。
先

日
持
ち

降
ろ

し
て
洗
濯

し
た
絨
毯

と

レ
ン
ガ

２
０
枚
ほ
ど

を
降
ろ

し
、
汲
み
置

き
の

水
を
入

れ
替
え

る
た
め

水
場

に
降

り
る

。
水

場
か

ら
戻

っ
て

ポ
リ
タ

ン
を

降
ろ

し
て

い
る

と
新

宮
組

が
到

着
し

た
。
 

 
 

 
 

 

持
経

宿
水

場
の

状
況

 
 

 
 

か
じ

ら
れ

た
跡

が
 

 
 

 
 

千
年

檜
で
 

 

不
動

堂
で
勤

行
。

そ
の

後
、

千
年
檜
祠

ま
で

行
っ

た
。
 

千
年
檜

で
無
線
機

１
台

を
川

島
さ

ん
に
手

渡
し

、
も
う

一
台

を
も

っ
て

平

治
宿

へ
向

か
っ

た
。

持
経

宿
と

平
治

宿
間

は
直
線

で
約

１
．

８
㎞

。
こ

の
間

で
通
話
テ

ス
ト

を
行

っ
た

。
 

１
２

時
８

分
、

平
治

宿
に

到
着

。
小
屋

前
で

持
経

宿
と
通
話
テ

ス
ト

、
明

瞭
に
通
話

で
き

た
。

お
湯

を
沸

か
そ
う

と
ポ
リ
タ

ン
を

見
た

が
、

全
て
空
だ

っ
た

。
一
個

を
背
負

子
に
付
け

て
水

場
へ

降
り

る
。
最

後
の
岩

場
は

濡
れ

て

滑
り
や

す
く

、
慎
重

に
降

り
た

。
 

水
場

は
水
量
充

分
。

水
場

で
も

無
線
機

の
通
話
テ

ス
ト

を
し

た
。
少

し
山

蔭
に

な
る

が
、

問
題

な
く
通
話

で
き

る
。
漏
斗

が
５
ｍ
程

下
流

に
落
ち

て
い

た
の

を
拾

い
上
げ

て
小
屋

に
向

か
う

。
脚

立
の
少

し
下

ま
で

上
が

っ
て

き
た

が
、
突
然

、
背
負

子
の
肩
ベ
ル

ト
が
外

れ
て

し
ま

っ
た

。
か

し
め

て
い

た
鳩

目
が
錆
び

て
分
解

し
て

い
た

。
 

 
 

 
 

 

平
治

宿
到

着
 

 
 

 
 

 
 

平
治

宿
水

場
 

 
 

 
ベ

ル
ト

が
外

れ
た

背
負

子
 

 

小
屋

に
戻

っ
て
昼
食

後
、
午

後
１

時
１

５
分

に
出

発
、
頭

に
当

た
る
枝

を

切
り

な
が

ら
持

経
宿

へ
向

か
う

。
 

中
又
尾
根

分
岐
手

前
か

ら
、
細

か
い

雨
が

降
り

出
し

た
。

林
道

が
見
え

た

地
点

で
右

に
斜

面
を

降
り

て
林

道
を
歩

い
て

持
経

宿
に
向

か
っ

た
。
 

午
後

２
時

過
ぎ

に
持

経
宿

に
到

着
、
集

合
写
真

を
撮

っ
て
解
散

と
な

っ
た

が
、

小
さ

な
ヒ
ル

が
数
匹

、
枝

か
ら
落
ち

て
き

た
よ
う

で
腕
や

ズ
ボ

ン
に

く

っ
つ

い
て

い
た

。
雨

が
降

っ
て

い
る

時
は
頭

上
に

も
注
意

が
必
要
だ

。
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平
治

宿
裏

の
倒

木
 

 
 

 
 

下
山

前
全

員
で

 
 

 
 

 
 

ズ
ボ

ン
に

山
ビ

ル
 

 行行 行行
動動 動動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム
 

池
原

9
:1
5
→
1
0
:0
0
持

経
宿
 
1
1
:1
5
→

千
年
檜

1
1
:2
6
→
1
2
;0
8
平
治

宿
→

1
2
:2
0
水

場
→
1
2
:3
8
平
治

宿
・
昼
食

1
3
:1
5
→
1
4
:0
5
持

経
宿
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
( 記

 
梶

野
) 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 


